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新条件式への移行 設定方法

■ 新条件式への移行 設定方法について

新条件式をご利用するために以下の手順に従い設定をお願いします。

※「新検索式への移行」を実施すると、「マイ・トピックビュー」画面で保存している検索
式も自動的に新検索式仕様に移行します。

※ 一度、新検索式への移行を行った後で再び古い検索式仕様に戻すことも可能です。
ただし、この場合、「マイ・トピックビュー」画面で保存してある検索条件の一部は
（新検索式専用の検索機能を使用している場合など）、検索条件式の変換ができなくなる
可能性があります。

1

2

3

設定手順

１．[設定]タブをクリックする。

２.  [新検索式への移行] をクリックする

３．以下の注意をよく読み、移行のボタンを押す。

４． 一度ログアウトし、再ログインをする。

※ 設定は2007年11月12日 13:30以降に可能となります。
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■ 新しい検索式の特徴
新しい検索式では以下の条件が利用可能となります。
1) キーワード、 2) 特殊キーワード、 3) 絞込条件、 4) 選択条件、 5) 除外条件
この変更に伴い、呼称・記号が変更となる条件式があります。

1) キーワード（異表記語を含む）
記号のついていないひとつ目の語、または / から始まる語がキーワードとなります。
検索する語を指定します。「絞込条件」「選択条件」「除外条件」の影響を受けます。

古い検索式では記号のついていない語、または / で始まる語がキーワードでした。

例） iPod /ipod /アイポッド
→iPod または ipod または アイポッド

2) 特殊キーワード（新しく追加）
! から始まる語が特殊キーワードになります。
検索する語を指定します。ただし、「選択条件」と「除外条件」を無視して検索します。
「絞込条件」の指定は有効です。

古い検索式では対応する条件はありません。

例） 木村 SMAP !キムタク
→「木村 かつ SMAP」または「キムタク」のどちらか

3) 絞込条件（新しく追加）
記号のついていない語は、ひとつ目（キーワードになる）を除いてすべて絞込条件となります。
抽出条件を指定します。複数指定すると、すべてが含まれている文脈(キーワードの前後2文 計5文)を抽出します。

古い検索式では対応する条件はありません。

例） iPod nano 黒
→iPod かつ nano かつ 黒

4) 選択条件（呼称・記号が変更となります。）
OR の左右にあって、他の記号のついていない語が選択条件として扱われます。
抽出条件を指定します。複数指定すると、そのうち少なくともひとつが含まれている文脈だけを抽出します。

古い検索式では + で始まる語が選択条件でした。

例） iPod nano OR mini (旧条件式の場合： iPod +nano +mini)
→iPod かつ、「nano または mini」

例外として、すべての語が選択条件だった場合はすべての語をキーワードとして扱います。

例） 山 OR 海 OR 川
→山 または 海 または 川 = 山 /海 /川

5) 除外条件
- で始まる語が選択条件として扱われます。
除外のための抽出条件を指定します。複数指定すると、それらのいずれも含まれていない文脈を抽出します。

古い検索式では - で始まる語が除外条件でした。新しい検索式でも変更はありません。

例） iPod -アイポッド
→iPod ただし アイポッドが周囲にない場合のみ

機能強化 変更点について
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機能強化 変更点 について

＊）その他の違い

・大文字小文字変換
古い検索式ではアルファベット大文字だけからなる語、あるいは小文字だけからなる語はそれぞれ大文字小文字を
反転させた語も検索するように、内部で式を変換していました。

例） apple    → apple /APPLE

新しい検索式ではこの変換は行いません。ユーザーが明示的に指定する必要があります。

・全角半角の扱い
古い検索式では全角半角どちらでも同様に扱われていましたが、 新しい検索式では一部の記号は半角しか受け付けません。

・半角しか有効でない記号： / , ! , OR , - , “（引用符）
- OR は大文字半角のみ有効となります。

・全角でも半角でも有効な記号：語と語を分ける空白文字(スペース)

■フローティング検索パネルの導入

検索条件式入力部分を今までの画面上部固定から切り離し、自由に動かせるようになりました。

「検索パネルをここに
表示」をクリックすると
関連語表の近くに移動・
表示させることができま
す。

関連語表の近くに検索パネルを
移動させて条件指定を確認しな
がら行うことが可能になります。

関連語表を右クリックして検索
条件式を作成する作業がより効
率よく便利になります。

■ 検索式ビルダーの導入

検索条件式を入力／指定したり、確認する場合、検索式ビルダー画面では、抽出条件ごとに入力欄が
分かれているので、複雑な条件式でも、その指定や確認が容易にできるようになりました。

キーワード１と
キーワード２の詳
細はタブで切替可
能

スペース区切りで
各条件ごとに羅列されます。

どの言葉を、どの条件に設定
したのか容易に確認できます。
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